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問い合わせ 枚⽅税務署
（⌀  844・9521）

所得税の申告

■
枚
方
税
務
署
で
の
申
告

　

平
成
28
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
に
係
る
申
告
・
相
談
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

と 　

き　

２
月
16
日
（
木
）
〜
３

月
15
日
（
水
）〈
土
・
日
曜
日
を

除
く
〉

※ 

２
月
19
日
（
日
）・
26
日
（
日
）

は
開
庁
し
ま
す
。

と 

こ
ろ　

枚
方
税
務
署
（
枚
方
市

大
垣
内
町
２

－

９

－

９
）

※ 

申
告
相
談
の
受
付
時
間
は
午
後

４
時
ま
で
で
す
。混
雑
状
況
に

よ
り
、
早
め
に
受
け
付
け
を
終

了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

期
限
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め

の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

申
告
書
は
、
郵
便
や
信
書
便
に

よ
る
送
付
、
税
務
署
の
時
間
外

収
受
箱
へ
の
投
函
で
も
提
出
可

■ 

交
野
市
で
の
申
告
会
場
〈
２
月

８
日
ま
で
で
す
〉

　

交
野
市
で
の
申
告
会
場
は
、

い
っ
た
ん
廃
止
す
る
方
向
で
し
た

が
、
税
理
士
が
中
心
と
な
っ
て
指

導
す
る
会
場
と
し
て
、
引
き
続
き

開
設
し
ま
す
。

と 　

き　

２
月
２
日
（
木
）
〜
８

日（
水
）〈
土
・
日
曜
日
を
除
く
〉

時 　

間　

午
前
９
時
30
分
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時
（
受
付

終
了
時
間
は
、３
時
30
分
）

※ 
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
り
、
早

め
に
受
け
付
け
を
終
了
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

と 

こ
ろ　

市
役
所
別
館
３
階　

会

議
室

お
願
い

▽ 

不
動
産
や
株
式
な
ど
の
譲
渡
所

得
・
贈
与
税
の
申
告
相
談
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。税
務
署
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽ 

昨
年
、
パ
ソ
コ
ン
で
電
子
申
告

を
し
た
人
に
は
、
利
用
者
識
別

番
号
が
付
与
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
来
場
の
際
は
、
識
別
番

号
が
記
載
さ
れ
た
も
の
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

■ 「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」（
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

 　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用

し
た
申
告
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
は
、次
の
申
告
書
な
ど
の

作
成
が
で
き
ま
す
。

▽ 

所
得
税
・
消
費
税
の
確
定
申
告
書

▽
青
色
申
告
決
算
書

▽
収
支
内
訳
書

▽
贈
与
税
申
告
書

※ 

そ
の
他
、
株
式
な
ど
や
不
動
産

を
売
却
し
た
場
合
の
所
得
の
計

算
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
の

で
、
株
式
な
ど
に
係
る
譲
渡
所

得
な
ど
の
金
額
の
計
算
明
細
書

や
譲
渡
所
得
の
内
訳
書
（
確
定

申
告
書
付
表
兼
計
算
明
細
書
）

も
作
成
で
き
ま
す
。

※ 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
作
成
し
た
申

告
書
な
ど
は
、
プ
リ
ン
タ
ー
で

印
刷
し
て
添
付
資
料
と
と
も
に
、

郵
送
な
ど
で
提
出
で
き
ま
す
。

※ 

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http: 

//w
w
w
.nta.go.jp

）

■ 
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
分
以
降
の
所
得
税
の

確
定
申
告
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
か
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知

カ
ー
ド
お
よ
び
本
人
確
認
書
類（
運

転
免
許
証
な
ど
）
の
写
し
の
添
付

ま
た
は
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■ 

税
務
署
員
を
装
っ
た
不
審
な
電

話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

国
税
局
や
税
務
署
の
職
員
を
名

乗
る
人
が
、
個
人
情
報
を
聞
き
出

そ
う
と
す
る
事
例
が
発
生
し
て
い

ま
す
。不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
と

き
は
、
枚
方
税
務
署
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

29
年
度
市
・
府
民
税
申
告
の
受

け
付
け
（
28
年
中
の
所
得
に
基
づ

く
申
告
）
を
、
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

と 　

き　

２
月
９
日
（
木
）
〜
３

月
８
日
（
水
）〈
土
・
日
曜
日
・

祝
日
を
除
く
〉

時 　

間　

午
前
９
時
30
分
〜
正

午
、午
後
1
時
〜
４
時

※ 

交
野
市
の
所
得
税
申
告
会
場
と

開
設
期
間
が
異
な
り
ま
す
の

で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

と 

こ
ろ　

市
役
所
別
館
3
階　

小

会
議
室

※ 

郵
送
で
の
申
告
も
受
け
付
け
ま

す
。（
郵
送
先
：
〒
５
７
６

－

８
５
０
１
〈
住
所
記
入
不
要
〉

税
務
室
市
民
税
係
）

申 

告
に
必
要
な
も
の　

①
市
・
府

民
税
申
告
書（
申
告
会
場
で
も
配

布
）②
印
鑑
③
給
与
や
公
的
年
金

の
源
泉
徴
収
票
（
原
本
を
提
出
）、

収
入
金
額
や
必
要
経
費
が
分
か

る
明
細
書
な
ど
④
生
命
保
険
料

や
地
震
保
険
料
の
控
除
証
明
書
、

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
な
ど
⑤
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
か
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
通
知
カ
ー
ド
お
よ
び
本
人

確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※ 

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

は
、
市
・
府
民
税
の
申
告
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

市
・
府
民
税
申
告
は
、
課
税
証

明
書
の
発
行
や
国
民
健
康
保
険

の
算
定
な
ど
の
資
料
に
も
な
り

ま
す
。
28
年
中
に
課
税
さ
れ
る

所
得
が
な
か
っ
た
人
で
も
、必
要

な
場
合
は
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

税
務
室
市
民
税
係

（
℡  
８
９
２
・
０
１
２
１
）

　確定申告の時期は、市役所駐車場や周辺
道路が大変混雑し、渋滞なども予想されます。
　また、今年は申告会場の開設期間が短く
なっていますので、徒歩や自転車・公共交
通機関をご利用の上、お越しください。
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力
をお願いします。

確定申告は徒歩・自転車で

お越しください

『
こ
れ
か
ら
の
た
め
に
』

　　

交
野
市
立
第
四
中
学
校

　

３
年
生　

丹
羽
沙
奈
恵

「
こ
の
教
科
書
は
、
こ
れ

か
ら
の
日
本
を
担
う
皆
さ

ん
へ
の
期
待
を
こ
め
、
税

金
に
よ
っ
て
無
償
で
支
給

さ
れ
て
い
ま
す
。
大
切
に

使
い
ま
し
ょ
う
。」
誰
も
が

一
度
は
目
に
し
た
こ
と
が

あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は

小
学
校
一
年
生
か
ら
中
学

校
三
年
生
ま
で
、
義
務
教

育
で
教
育
を
受
け
る
私
た

ち
の
教
科
書
の
裏
に
、
必

ず
書
い
て
い
ま
す
。

　

教
科
書
を
は
じ
め
、
授

業
な
ど
が
無
償
で
受
け
ら

れ
て
い
る
の
は
、
日
本
の

国
民
が
納
め
る
税
金
の
お

か
げ
な
の
で
す
。で
は
、税

は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の

で
し
ょ
う
か
。ま
た
、ど
ん

な
こ
と
に
使
わ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

税
は
国
民
が
国
へ
納
め

る
お
金
で
す
。
身
近
な
消

費
税
を
は
じ
め
、
三
十
七

も
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
税
は
、
例
え
ば
信
号

を
動
か
し
た
り
、
ご
み
を

処
理
し
た
り
な
ど
様
々
な

公
共
事
業
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、
私
た
ち
が

生
活
す
る
た
め
に
当
た

り
前
に
活
動
し
て
い
る

「
も
の
」
や
「
施
設
」
を
動

か
す
た
め
の
お
金
で
す
。

一
一
九
番
に
電
話
を
か
け

れ
ば
消
防
車
や
救
急
車
が

駆
け
つ
け
て
く
れ
た
り
、

一
一
〇
番
で
は
パ
ト
カ
ー

が
動
い
て
く
れ
る
の
も
、

こ
の
税
金
が
あ
る
か
ら
な

の
で
す
。

　

で
は
、
も
し
仮
に
税
金

が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

ら
、
ど
う
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。
街
へ
出
て
道
路
を

歩
く
ご
と
に
、
誰
か
に
お

金
を
払
わ
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
信
号
が
動
か
な

く
な
れ
ば
、
信
号
に
よ
り

守
ら
れ
て
い
た
秩
序
が
壊

れ
、
事
故
が
多
発
す
る
か
、

誰
か
が
私
有
物
に
し
使
用

料
を
と
ら
れ
る
か
…
。
他

に
も
挙
げ
だ
し
た
ら
き
り

が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
と
に

か
く
不
便
に
な
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

一
一
九
番
や
一
一
〇
番
に

電
話
を
し
て
も
、
莫
大
な

お
金
を
払
わ
な
け
れ
ば
い

け
な
く
な
り
、
今
の
よ
う

な
仕
組
み
は
な
く
な
る
で

し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
の
日
本
を
見

据
え
た
と
き
、
最
も
大
切

な
こ
と
は
社
会
保
障
制
度

に
つ
い
て
で
す
。
少
子
高

齢
化
が
進
む
今
、
多
く
の

高
齢
者
を
少
な
い
若
者
で

支
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
と
い
う
こ
と

は
、
少
な
い
人
数
で
多
く

の
お
金
を
負
担
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
、
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

年
金
や
医
療
で
国
が

出
せ
る
お
金
が
減
れ
ば
、

老
後
の
生
活
は
苦
し
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
未
来
を
少
し

で
も
良
い
も
の
に
す
る
た

め
に
、
私
た
ち
は
税
金
を

納
め
る
の
で
す
。
一
人
一

人
の
人
生
を
よ
り
良
く
す

る
た
め
の
手
助
け
を
す
る

の
が
税
だ
と
私
は
思
い
ま

す
。

　

今
も
未
来
も
過
ご
し
や

す
い
世
の
中
で
あ
る
た
め

に
税
を
知
り
、
納
め
る
こ

と
が
、
私
た
ち
が
社
会
に

貢
献
す
る
第
一
歩
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

交野市の優秀作品受賞者　（敬称略）
▷枚方税務署管内租税教育推進協議会会長賞＝名取亮輔（一中 3年）
▷納税貯蓄組合大阪府総連合会優秀賞＝山野絢雅（四中 3年）
▷近畿納税貯蓄組合総連合会会長賞＝松名裕一（創価中3年）・浅野正義（創価中1年）
▷交野市長賞＝丹羽沙奈恵（四中 3年）
▷枚方税務署長賞＝岸良心乃香（創価中 1年）
▷公益社団法人枚方納税協会会長賞＝樋口雄（創価中 1年）

　税務署と納税貯蓄組合との共催で募集した、中学生の「税についての作文」は、枚方・寝屋川・
交野の 3市で多数の作文が寄せられ、各優秀作品が決まりました。
　表彰式は、12月 9日（金）に枚方税務署で行われました。受賞した生徒のみなさんは、次の
とおりです。
問い合わせ　枚方税務署（℡  844･9521）

中学生の「税についての作文」優秀作品が決定！

交
野
市
長
賞

市
・
府
民
税
の
申
告
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27
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、

歳
入
総
額
が
２
６
６
億
１
７
０
５

万
円
、
歳
出
総
額
が
２
５
８
億
４

５
９
１
万
３
千
円
と
な
り
、
差
し

引
き
７
億
７
１
１
３
万
７
千
円
の

プ
ラ
ス
収
支
と
な
り
ま
し
た
。こ

こ
か
ら
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す
財

源
４
億
１
３
４
９
万
１
千
円
を
引

い
た
実
質
収
支
額
は
３
億
５
７
６

４
万
６
千
円
と
な
り
、
27
年
度
も

26
年
度
に
引
き
続
き
、
収
支
が
黒

字
に
な
り
ま
し
た
。

　

総
務
費
が
、
国
勢
調
査
の
実
施

や
26
年
度
決
算
の
黒
字
額
に
対
す

る
基
金
へ
の
積
み
立
て
が
あ
っ
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
４
億
１
０
４

３
万
３
千
円
、
16
・
６
％
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
民
生
費
で
は
障
が
い
者

支
援
の
扶
助
費
や
国
民
健
康
保
険

会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
加
に
よ

り
、
８
億
９
６
４
０
万
円
、
10
・

０
％
の
増
、
教
育
費
で
は
新
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
よ
り
、

19
億
８
８
０
９
万
４
千
円
、
74
・

９
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
土
木
費
で
は
土
地
開
発

公
社
か
ら
の
用
地
買
い
戻
し
が
26

年
度
よ
り
少
な
か
っ
た
こ
と
、
災

害
復
旧
費
に
つ
い
て
は
27
年
度
中

に
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
債
の
う
ち
４
億
７
０
５
５
万

円
が
借
換
債
と
な
っ
て
お
り
、
歳

出
に
同
額
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。借
換
債
の
影
響
を
除
く
と
12

億
５
４
８
５
万
２
千
円
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

増
額
の
主
な
要
因
は
、
新
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
の
た
め
に
、

17
億
７
２
２
０
万
円
の
市
債
を
発

行
し
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　

27
年
度
は
、
歳
出
で
扶
助
費
や

特
別
会
計
へ
の
繰
出
が
増
加
し
た

も
の
の
、
市
税
収
入
の
伸
び
や
、

消
費
税
増
税
の
影
響
が
通
年
化
し

た
こ
と
に
よ
る
地
方
消
費
税
交
付

金
の
増
額
な
ど
歳
入
の
伸
び
が

あ
っ
た
た
め
、
黒
字
会
計
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
地
方
交
付
税

を
は
じ
め
と
し
た
国
・
府
か
ら
の

交
付
金
な
ど
や
、
財
産
の
売
り
払

い
な
ど
に
よ
る
一
時
的
な
収
入
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

今
後
も
社
会
保
障
経
費
の
増
加
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
依
然
と
し
て
土
地
開
発

公
社
が
多
く
の
負
債
を
抱
え
て
い

る
他
、イ
ン
フ
ラ
や
各
公
共
施
設
な

ど
の
老
朽
化
対
策
を
進
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。併
せ
て
、
新
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
や
新
ご
み
処
理
施

設
建
設
に
係
る
費
用
の
償
還
が
始

ま
る
な
ど
、
非
常
に
多
く
の
問
題

が
山
積
し
て
お
り
、
厳
し
い
状
況

が
続
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
健
全
な
財
政
運
営
を
継

続
す
る
た
め
に
、
さ
ら
な
る
歳
入

の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
そ

の
財
源
を
最
大
限
に
生
か
し
た
施

策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

※グラフ中〈　〉内は前年度比

市税市税
93億 942万6千円93億 942万6千円

〈101.2％〉〈101.2％〉

地方交付税地方交付税
33億4,984万6千円33億4,984万6千円

〈98.6％〉〈98.6％〉

国庫支出金国庫支出金
38億5,660万5千円38億5,660万5千円

〈115.6％〉〈115.6％〉

市債市債
39億 2,529万 9千円39億 2,529万 9千円

〈134.8％〉〈134.8％〉

総務費総務費
28億 8,150万4千円28億 8,150万4千円

〈116.6％〉〈116.6％〉

民生費民生費
99 億459万 1千円99 億 459万 1千円

〈110.0％〉〈110.0％〉

教育費教育費
46億4,246万1千円46億4,246万1千円

〈174.9％〉〈174.9％〉

公債費公債費
36億2,036万円36億 2,036万円

〈88.6％〉〈88.6％〉

　歳入
　266 億 1,705万円〈前年度比111.6％〉
▷ 地方譲与税・各種交付金は、地方消費税交付金が 6
億20万2千円増加したことなどにより増額となっ
ています。
▷ 府支出金は、民間保育所の施設整備のための安心
こども基金特別対策事業補助金や、新学校給食セ
ンター整備のための中学校給食促進事業補助金の
増加などで、5億 7,099 万 4千円の増額となって
います。

用語説明
交野市 国の基準

27年度 26年度 早期健全化基準財政再生基準

実質赤字比率
　まちづくり・福祉・教育などを行う地方公共
団体の一般会計などの赤字の程度を指標化し、
財政運営の深刻度を示すもの

赤字なし 赤字なし 12.84％ 20.0％

連結実質赤字比率
　すべての会計の赤字・黒字を合算し、赤字の
程度を指標化して全体としての運営の深刻度
を示すもの

赤字なし 赤字なし 17.84％ 30.0％

実質公債費比率 　借入金の返済額およびこれに準ずる額の大き
さを指標化し、資金繰りの危険度を示すもの 13.0％ 12.7％ 25.0％ 35.0％

将来負担比率
　一般会計などの借入金（地方債）や将来支払う
可能性のある負担などを、現時点での残高程度を
指標化し、将来財政を圧迫する可能性を示すもの

169.9％ 183.1％ 350.0％ 基準なし

資金不足
比率

水道事業 　公営企業ごとの事業規模に対する資金不足
額の比率

不足なし 不足なし 20.0％
基準なし

下水道事業 不足なし 不足なし 20.0％

　上表の比率は、地方公共団体の健全性を示すもので、これらの比率が基準を超えると財政健全化計画または財
政再生計画を策定し、改善に向けて早急に取り組む必要があります。
　市ではすべての比率が早期健全化基準を下回っていますが、将来負担比率は全国的に見ても非常に高い数値で
あり、施設の老朽化対策など、比率が増加する要因も控えています。財政状況が厳しいことには変わりありませ
んが、今後も基準を下回るよう、さらなる健全化に努めます。

　歳出
　258億 4,591万 3千円〈前年度比112.0％〉
▷ 公債費のうち 4億 7,055 万円が借換債となってお
り、歳入に同額が計上されています。
▷主な事業
　新学校給食センター整備＝ 24億 7,208 万 3千円
　土地開発公社経営健全化＝ 6億 4,358 万 1千円
　こども医療費助成＝ 2億 965 万 2千円
　国勢調査等基幹統計＝ 3,072 万 4千円
　証明等コンビニ交付＝ 2,365 万 2千円

歳入 歳出

その他その他
7億 5,063万 1千円7億 5,063万 1千円

〈113.3％〉〈113.3％〉

災害復旧費災害復旧費
1,840万 4千円1,840万 4千円

〈27.2％〉〈27.2％〉

消防費消防費
6 億 7,676万 2千円6 億 7,676万 2千円

〈99.8％〉〈99.8％〉

土木費土木費
14 億 8,593万 2千円14 億 8,593万 2千円

〈91.2％〉〈91.2％〉

衛生費衛生費
18億 6,526万 8千円18億 6,526万 8千円

〈102.8％〉〈102.8％〉

その他その他
12億158万 1千円12億158万 1千円
〈139.6％〉〈139.6％〉

繰入金繰入金
749万 6千円749万 6千円
〈75.2％〉〈75.2％〉

財産収入財産収入
3億 941万 8千円3億 941万 8千円
〈46.4％〉〈46.4％〉

府支出金府支出金
20 億 9,145万円20 億 9,145万円
〈137.6％〉〈137.6％〉

使用料及び手数料使用料及び手数料
4 億 2,586万 1千円4 億 2,586万 1千円
〈124.2％〉〈124.2％〉

分担金及び負担金分担金及び負担金
2億 2,162 万 7千円2億 2,162 万 7千円
〈73.3％〉〈73.3％〉

地方譲与税・各種交付金地方譲与税・各種交付金
19 億1,844万 1千円19 億1,844万 1千円
〈146.0％〉〈146.0％〉

市税の内訳

市民税市民税

46 億 5,436万 7千円46 億 5,436万 7千円
固定資産税固定資産税

34 億 5,435万 6千円34 億 5,435万 6千円

都市計画税都市計画税

7億4,538万 7千円7億4,538万 7千円

たばこ税たばこ税

3億 6,708万 8千円3億 6,708万 8千円

軽自動車税軽自動車税

8,822万 8千円8,822万 8千円

市政のうごき市政のうごき

問い合わせ 財務課
（⌀  892・0121）

27 年度
決算の報告

歳
出

歳
入

一
般
会
計
決
算
の
ま
と
め

27 年度健全化判断比率

一般会計内訳
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　27年度の事業としては、新たな公有地の取得
はなく、保有している公有地の管理・処分・暫
定活用を行いました。
　公有地の処分については、第二京阪道路沿道
整備区域など 4事業用地、面積 882.04 平方㍍
を 6億 4,358 万 489 円で市に売却しました。
　これにより、本年度末の公社保有地の面積は、
35,370.92 平方㍍となり、その保有額は 120 億
3,452 万 734 円となりました。
　なお、本年度の損益は、市へ時価での売却を
行ったため、7,322万2,865円の当期損失となり、
前年度の前期繰越準備金8億 238万 1,181円と
合わせて、準備金は 7億 2,915 万 8,316 円とな
りました。

　その他、公社保有地の暫定活用については、民
間などへ 20か所を貸し付けています。合計面積
は 7,607.33 平方㍍で、主に駐車場や資材置き場
として使用され、880万 935円の賃貸収入を得
ました。
　今後も、保有している公有地の積極的な有効活
用に努めるとともに、管理経費の節減、金融機関
との低利率交渉による支払利息の節減に努めま
す。また、市長戦略に基づく計画的な買い戻しを
市に要望し、公社の健全化を推進します。

◆借入金の状況
期　間 借入額 利　率
長　期 114億 8,700 万円 1.15％

                                                        貸 借 対 照 表                                          （単位：円）
資産の部 負債の部

科目（款・項） 金額 科目（款・項） 金額
流動資産 12,222,757,56912,222,757,569 流動負債 1,750,6871,750,687
　現金及び預金 188,236,835 　預り金 1,744,375
   公有用地 9,227,284,824 　前受金 0
　代替地 2,807,235,910 　未払金 6,312
有形固定資産　 151,434151,434 固定負債 11,487,000,00011,487,000,000
   車両その他運搬具 151,434 　長期借入金 11,487,000,000

負債の部合計 11,488,750,68711,488,750,687
　 資本の部

資本金 5,000,0005,000,000
　基本財産 5,000,000
準備金 729,158,316729,158,316
　前期繰越準備金 802,381,181
　当期損失 73,222,865
資本の部合計 734,158,316734,158,316

合　計 12,222,909,00312,222,909,003 合　計 12,222,909,00312,222,909,003

                                                        損 益 計 算 書                                         （単位：円）
費用の部 収益の部

科目（款・項） 金額 科目（款・項） 金額
事業原価 631,516,306631,516,306 事業収益 643,580,489643,580,489
　公有地取得事業原価 631,516,306 　公有地取得事業収益 643,580,489
販売費及び一般管理費 2,8052,805,800,800 事業外収益 8,860,7988,860,798
　販売費及び一般管理費 2,805,800 　受取利息 59,357
事業外費用 105,238105,238 　雑収益 8,801,441
　支払利息 105,238
　雑損失 0
特別損失 91,236,80891,236,808
　固定資産売却損 91,236,808
当期損失 73,222,86573,222,865
合　計 652,441,287652,441,287 合　計 652,441,287652,441,287

27 年度　交野市土地開発公社の決算
問い合わせ　土地開発公社（℡  892・0121） 　27年度は、新学校給食センターの建設に伴う

多額の市債発行で、一般会計債の残高は増加し
ました。市全体としては、これまでどおり返済額
以上の借入を行わないように市債の発行を抑制
したため、残高は1,043万 6千円減少しました。

市債残高の総額
369 億 7,306万 5千円

※水道、土地開発公社分を除きます。

市債
内訳

一般会計債一般会計債

278 億 8,368万 4千円278 億 8,368万 4千円

下水道事業債下水道事業債

59 億 8,888万 8千円59 億 8,888万 8千円

公共用地先行取得事業会計債

31億49万 3千円

基金残高の総額
54 億1,676万 6千円

　ここ数年は市の財政が黒字決算を計上してい
るため、積極的に基金の積み立てを行うことに
より、将来的な財政支出に備えています。27年
度末の残高は4億1,592万5千円増加しました。

基金
内訳

財政調整基金財政調整基金

30 億151万 3千円30 億151万 3千円

減債基金

6 億4,938万 6千円

その他特定目的基金その他特定目的基金

17億 6,586万 7千円17億 6,586万 7千円

会計名 歳入総額 歳出総額 繰越財源 実質収支

一般会計 26,617,050 25,845,913 413,491 357,646

国民健康保険特別会計 9,818,257 9,737,494 ー 80,763

下水道事業特別会計 1,482,481 1,407,584 37,300 37,597

介護保険特別会計 4,985,550 4,827,443 ー 158,107

公共用地先行取得事業特別会計 307,363 307,363 ー 0

後期高齢者医療特別会計 1,097,215 1,059,320 ー 37,895

合　計 44,307,916 43,185,117 450,791 672,008

▷ 国民健康保険特別会計＝ 8,076 万 3千円の黒字決算となりました。27年度末の国民健康保険被保険
者数は、1万 8,092 人（3.3％減）で世帯数は 1万 749 世帯（1.6％減）です。療養諸費の 1人あたりの
費用額は、一般被保険者で 38万 3,265 円（7.8％増）でした。
▷ 下水道事業特別会計＝ 3,759 万 7千円の黒字決算となりました。27年度末の下水道人口普及率は、
94.9％（0.2％増）、水洗化率は 98.3％（0.2％増）となっています。

▷ 介護保険特別会計＝ 1億 5,810 万 7千円の黒字決算となりました。27年度末の 65歳以上人口は、2
万 468 人で 26年度より 489 人の増加となりました。それに伴い、歳出総額も 1億 5,371 万 5千円、
3.3％の増加となっています。
▷ 後期高齢者医療特別会計＝ 3,789 万 5千円の黒字決算となりました。27年度末の被保険者は 8,894
人で、26年度より 566人、6.8％の増加となっています。保険料の収納率は、99.6％です。

※下表の単位は千円

基金（貯金）

27年度各会計決算額

市債（借金）

市政のうごき市政のうごき
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問い合わせ 環境事業課（⌀  892・2471）

新しいパッカー⾞を
導⼊しました

交野小学校区福祉委員会交野小学校区福祉委員会
～「子どもたちと地域がつながる活動」～～「子どもたちと地域がつながる活動」～

～ Vol. 3 ～

ようこそ！
校区福祉委員会

問い合わせ　社会福祉協議会

（℡  895・1185）

　交野小学校区福祉委員会は、子どもから高齢者が清掃活動など
の協働作業を通して、世代間交流を行い、顔の見える関係づくり
を進めています。一緒に、この活動に参加してみませんか。

5年生の田植えの様子

市政のうごき

　

市
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こ
の
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、
１
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４

日
か
ら
稼
働
し
て
い
ま
す
。
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門
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＝
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自
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に
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郡
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真
菜
さ
ん

〈6号車右側〉
妙
見
坂
小
学
校
・
後
田
尚
汰
君

妙
見
坂
小
学
校
・
今
門
克
将
君

〈6号車左側〉

〈12 号車右側〉〈12 号車左側〉

★ 昔遊び・昔の話おはなし会＝昔の生活
文化や知恵を伝えています。また、絵本
などの読み聞かせも行っています。

★ 地域清掃活動＝校区福祉委員会の「登校時
の子どもの見守り活動」に対し、児童が〝感
謝の気持ち〟を込めて始まった活動です。
★ 花いっぱい運動＝毎
年 2・3 年生の児童
と校門付近の花壇に、
チューリップの球根を
植えて育てています。

 ＝ ＝ ＝  活動紹介  ＝ ＝ ＝

★ 稲作＝地元農家などの協力
を得て、児童が田植えから
稲刈りまでを行っています。
28 年度は、児童の企画・発
案で収穫した米を「交野子
米」（かたのこまち）として販
売し、売り上げを「熊本地震」
の義援金に寄附しました。児
童はこの活動を通して、食の
大切さを知り、福祉の〝ここ
ろ〞を育みました。
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